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2025年 国民スポーツ大会水泳競技大会宮城県最終予選会 

第 78回 宮城県県民体育大会水泳競技大会 

 
 

二 次 要 項 
（一財）宮城県水泳連盟 

 

＜期  日＞  2025年 7月 26日（土）…国スポ予選 

        2025年 7月 27日（日）…県民（小学・中学・高校・一般・３０・４０・５０の部） 

＜会  場＞ セントラルスポーツ宮城Ｇ21プール メインプール（長水路 10レーン仕様） 

 

Ⅰ 競技上の注意事項及び要望事項 

１．（公財）日本水泳連盟競泳競技規則 2025年度に準ずる（全自動審判装置使用） 

２．プログラムに記載してある注意事項及び要望事項を参照のこと。 

３．アマチュア規定に反する商標入り水着・ユニフォーム等の着用についての注意事項は，プ

ログラムに記載されている，あるいは日本水泳連盟ホームページに掲載されている「大

切なことですから，本欄を読んで必ず守ってください」で確認し，遵守すること。 

４．プール仕様 

●メインプール長水路 10レーン設定。 

※国スポ予選→予選（10名）・決勝（8名） 0～9 レーン 

県民大会→タイムレース決勝 0～9レーン 

●全自動審判装置。バックアップはグリップスイッチを使用。 

●タッチ板の有効面をしっかりタッチすること。 

※ゴール後は速やかに退水すること（特にリレー競技） 

●水深は，【国スポ】2.0m 【県民】1.6m 水温 28℃，室温 30℃に設定。 

 

５．公式スタート練習は， 

国スポ予選・県民大会…(7:50～8:20) 

  ※スタート側からの一方通行とする。 

  ※スタート練習をする際は，危険防止のために必ず指導者が付き添うこと。 

６．スタート前の着水は，自レーンの水では行わず，準備した容器の水を利用すること。 

７．県民大会での競技は年齢区分（小学生【小学 4年生以下，小学 5.6年】，中学生，高校生，

大学生，一般・３０歳以上・４０歳以上・５０歳以上）ごとに分けて行う。 

８．リレー種目と背泳ぎ種目以外は「オーバー・ザ・トップ方式」で競技を行う。 

  選手紹介は、国スポ予選は決勝のみ紹介。県民大会は紹介は行わない。 

９．メドレーリレーと背泳ぎ種目でバックストロークレッジを設置する。使用しない選手は

自レーンに入場後担当の折返監察員に伝えること。 

10．レース後の退水は，自レーンから行うことを原則とするが，横からの退水を審判長およ

び競技役員が許可した場合は横から行う場合もある。 

11．招集は，概ね，5組前（または 10分前まで）から招集所で行う。競技の進行状況に留意
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しながら，遅れないようにするのはもちろんのこと，招集所付近での密集を避けるため

に，あまり早く招集所に来ることのないようにもすること。決勝競技については、10分

前まで招集を必ず受けること。また、タイムレース決勝を除く第一・第二補欠の選手も

招集を受けること。 

12．リレー種目のオーダー用紙は，レース開始の 1 時間前までに，リゾリューションデスク

に提出すること。リレーのオーダーには，本大会の選手登録番号を必ず明記すること。

※県民大会のみ 

13．棄権・訂正がある場合は，棄権・訂正用紙に記入し，競技開始 1 時間前までにリゾリュ

ーションデスクに届けること。尚、決勝競技の棄権は、傷病または不測の事態等の正当

な理由なく棄権することができない。棄権をする場合は、所定の用紙（決勝用）に記入

の上、審判長の許可を得ること。 

14．水着は WA 公認・FINA 公認の水着を着用すること。承認マークの確認を行う。なおマ

ークの剥がれが生じた場合は，水着の製造番号を記載した用紙をリゾリューションデス

クに提出すること。 

15．テーピングをしての競技出場は原則認めない（緊急の場合のみ審判長の許可が必要）。 

16．記録・競技結果については，１階・2階速報板に掲示する。 

17．競技に関する抗議や問い合わせは，選手や保護者は直接できないので，所属チームの責

任者を通して行うこと。 

18．表彰について 

●賞状は各競技会実施の競技種目 3位まで授与し、国スポ予選は表彰式を行う。 

※県民大会は表彰式を行わない 

●県民大会での記録証については，参加者全員に発行する。なお，記録については各チーム

で記入する。 

●賞状と記録証は，競技終了後に大会議室机上に置くので，各チームで忘れずに持ち帰る。 

持ち帰らなかったものについて郵送することはしない。 

 

Ⅱ 開門・練習時間について 

１．開門（開場前の館内立ち入り禁止） 

●開門時間 国スポ予選 7:00入場 ※保護者 8:00入場 

県民大会 7:00入場 ※   〃    

●入場は選手・競技役員・保護者・大会関係者は 1F出入口とする。 

  

２．ADカード兼撮影許可証ついて 

●「選手用」「引率監督コーチ用」「競技役員用」「大会関係者用」の AD カードは発行しな

い。ただし、保護者には ADカードを発行する（撮影許可証も兼ねる） 

 

３．保護者用 ADカード配付の仕方 

●参加チームにメール送信（入場前に記入させるようにする） 

※駐車許可証も同時に送信 
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４．メインプール・サブプール使用上の注意 

 ●朝の利用時間 7：00～8：30（公式スタート練習 7：50～8：20まで） 

 ●国スポ予選：第 0～4 レーンを女子選手、第 5～9レーンを男子選手専用レーンとする。 

   県民大会：第 0～4 レーンを女子選手、第 5～9レーンを男子選手専用レーン 

  ※県民大会時のみ 0・9 レーンは低身長選手（特に小学生）優先レーンとする 

 ●国スポ予選→予選競技終了後～決勝競技の 10分前まで、メインプールを開放する。 

その際、第 0 レーン、第 9 レーンをダッシュレーンとする。 

●県民大会→50ｍ競技終了後からと 100ｍ競技開始の 10分前までメインプールを開放する 

その際のダッシュレーンは、第 0レーン、第 9 レーンをダッシュレーンとする。 

 ●パドルやチューブの使用は禁止する。 

フィン・シュノーケルについては周囲の安全に十分に配慮し使用可とする。 

●サブプールでの飛び込みは危険防止のため一切禁止（入水時も）する。 

  ※サブプール使用上の注意 

サブプール利用時間は 7:00～18:00（2日目のみ 17:00まで） 

両日とも１０：００～１７：００ 第１・２レーンはセントラルスポーツ会員専用 

となります。 

7:00～18:00 第 3～5レーン 女子専用レーン 

        第 6～8 レーン 男子専用レーン 

 ●サブプールの更衣室では、一般利用のエリアは使用しない。 

 

５．主任者会議   7:30 より（記者室） 

６．競技役員全体会 8:00より（1F ダイビングプール） ※当日印鑑をご持参ください。 

７．競技開始    国スポ予選   9:00より  ※競技開始 15分前に開会式を行う 

県民大会       9:00より  ※競技開始 15分前に開会式を行う 

 

Ⅲ 会場利用上の注意 

１．選手の送迎の際，乗り降りは駐車場で行うこと。路上では厳禁とする（渋滞や事故の防止）

競技役員専用エリア以外は利用してもよいが，満車の場合は体育館前の未舗装の A駐車場

を利用すること。大会期間中コンサート有あり 

２．場内指令の係やプール関係者の指示に従うこと。 

３．選手の控え所はスタンド裏側通路とし，参加チームごとに割り当てを行う。 

４．換気のために外へのドアを開けるのは認めるが、外への出入りは絶対に行わないこと。 

５．各チームで使用した控え場所は競技終了後、各チームで使用した場所は清掃し帰ること。 

６．更衣室内の休憩場所としての使用は厳禁とする。 

７．観覧席は，荷物・メガホン・名札等による席の占有やスタンドでの飲食は禁止する。 

８．１・２階ホールを水着のままで歩き回ったり，館内を濡れた足・体にて歩かないこと。 

９．立入禁止区域内に入らないようにすること。館内の施設や備品（機械・火災報知器・消火

器等・更衣室のドア等）については絶対にいたずらなどしないこと。破損させた場合には

個人の責任として弁償することになる。 
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10．参加選手の健康管理とけがのないように十分注意すること。また，大会本部に看護師が常

駐している。 

11．控え場所使用後の清掃を各チーム責任持って行うこと。ゴミの持ち帰りを徹底する。 

12．忘れ物については，1 週間保管し，その後処分する。 

13．1階保護者入場口でプログラムを 600円で販売する。 

※国スポ予選のみ 決勝 1 部 100円で販売 

 

Ⅳ 会場設営・代表者会議・撤去 

１．会場設営 

  ●7 月 25 日（金）午後 6 時 00 分より会場設営を行う。各チームから 1～2 名参加するこ

と（大会参加要件。1人 1,000円手当支給）。けが防止のため上履き持参のこと。 

●会場設営終了後のメインプール・サブプールの練習開放行わない。 

●タッチ板は，スタート側を東北高校・ターン側を東北学院高校依頼 

２．代表者会議 

会場設営終了後，ただちに，大会議室にて代表者会議を開催する。 

この二次要項を持参すること。 

３．撤去作業  7月 27日（日）競技役員打ち合わせ（終礼）後 

 

Ⅴ その他 

１．以下の状況になった場合，大会中止の判断を行う。 

市中感染が急激に増加し県市町村から通知を受けた場合や地震などの災害で大会開催が困難と思

われる状況が発生した場合 

※なお，中止を判断した際は，参加申込の際に入力されたメールアドレスに連絡する。 

２．報道取材，写真業者の入館もできないので，各チームに依頼があった際は断ること。 

３．プール会場外の立ち入り禁止エリアへは絶対に進入しないこと 

 


